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Le rôle de l’évêché de Metz dans le processus d’élaboration du chant grégorien à 
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Desbordes-Valmore ��������������������� Kyoko OKABE
Poïétique de Poésie pour pouvoir : d’Henri Michaux à Pierre Boulez
　　　　　����������������������� Ai HIGASHIKAWA
À propos de synecdoques ������������������ Daigo SUZUKI
L’auteur dans la société française au XVIIIe siècle : Madame de Villeneuve et La 
Belle et la Bête ��������������������� Mami FUJIWARA
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DERRIDA – LEVINAS.An Alliance Awaiting the Political. Une alliance en 
attente de politique,Edited byOriettaOmbrosi andRaphael Zagury-Orly,
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Mimesis, 2019．YujiNishiyama«Politiquesdumensonge chezDerrida et
Levinas»，pp. 179-191．
Homme nouveau, homme ancien: autour des figures émergentes et disparaissantes 
de l’humain,édsparKatalinBartha-Kovács,RóbertKaruletAndreaTureková，
Szeged：JATEPress, 2019．YujiNishiyama«Leproprede l’hommeet la

















Rennes2， 22mars2019 /INALCO, 25mars2019．
発表“AftertheEndoftheWorld:inanApocalypticTonebyJacquesDerrida”，
Derrida-Lectures/Derrida-előadások 2019 “Inmemoriam JacquesDerrida”，
UniversityofPécs, 3rdOctobre2019．
発表 “WhatRemainsofPhilosophers’ReflectionsonUniversity?-Kant,Jaspers,
































«Les quatre problèmes de la relation dans la philosophie grecque »， en
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2019年度活動報告
collaborationavec ledépartementdephilosophiede l’UniversitéRennes 1，
UniversitéRennes2， 5mars2019.
«Mélangeethybridité.Histoiredesconceptsdediversité»,UniversitéRennes2, 
7mars2019.
大須賀沙織
〔論文〕
「バルザックにおける聖母マリアの出現」、『人文学報』515-15号、2019年３月、
241-264頁。
〔翻訳〕
ドミニック・ミエ＝ジェラール「ポール・クローデルと〈表徴〉の詩的＝霊的体系：
おとめマリア、教会、聖書」、『人文学報』515-15号、2019年３月、163-179頁。
〔通訳〕
アンヌ・ベルネ「1792～1804年：ふくろう党の反乱、忠誠の戦争」、国際シンポジ
ウム「フランス革命から230年、伝えられなかった真実を見直そう」、麗澤大学東京
研究センター、2019年７月13日。
須藤健太郎
〔書籍〕
『評伝ジャン・ユスターシュ　映画は人生のように』共和国、2019年４月。
〔論文〕
「タイトルの不思議」、『ユリイカ』2019年９月号（特集＊クエンティン・タラン
ティーノ）、第51巻16号、2019年９月、p. 32-39。
〔Misc〕
「ロングショットのメロドラマ」、『アッバス・キアロスタミBlu-rayBOX１』封入
ブックレット、TCエンタテインメント、2019年２月、p. 12-15。
「ゾンビは群舞の再発明をうながす」、『人文学報』515-15号、2019年３月、p. 199-
202。
「ドミニク・パイーニ、ガレルを語る」（聞き手・構成）、『救いの接吻』『ギターは
もう聞こえない』劇場用パンフレット、コピアポア・フィルム、2019年４月、p. 
 123
20-25。
「海外映画のススメを聞く」、『青山学院大学新聞』第336号、2019年９月、p. ８。
「時代を失わぬために」、『DoubleShadows/二重の影２——映画と生の交差する場
所』、山形国際ドキュメンタリー映画祭事務局、2019年10月、p. 50-55。
「ジャン・ユスターシュとは誰か？　人生は映画のように［前・後篇］」（廣瀬純と
共同）、『DiggingDeep｜共和国のウェブマガジン』、2019年11月12、24日、
https://note.mu/ed_republica/m/md7ac0f58f5cc
〔翻訳〕
「シネトラクトせよ！」（訳・解題）、『人文学報』515-15号、2019年３月、p. 131-
137。
カリム・シャレディブ「枠組みの蘇生――現代日本映画におけるゾンビの形象」（八
木悠允と共同）、『人文学報』515-15号、2019年３月、p. 181-197。
〔口頭発表・講演等〕
«Latransformationphotogéniquede laZone :Tarkovski,MarkeretSuzuki»，
UniversitéRennes２， 22mars2018．
「ジャン・ユスターシュ『ぼくの小さな恋人たち』解説」、ジャン・ユスターシュ特
集～映画は人生のように～、ユーロスペース、2019年４月27日。
「ジャン・ユスターシュ『不愉快な話』『アリックスの写真』解説」、ジャン・ユスター
シュ特集～映画は人生のように～、ユーロスペース、2019年４月28日。
「ジャン・ユスターシュ『わるい仲間』『サンタクロースの眼は青い』解説」（新田
孝行と共同）、ジャン・ユスターシュ特集～映画は人生のように～、ユーロスペー
ス、2019年４月30日。
「ジャン・ユスターシュ『ママと娼婦』解説」（坂本安美と共同）、ジャン・ユスター
シュ特集～映画は人生のように～、ユーロスペース、2019年５月５日。
「ジャック・リヴェット『我らの親父ジャン・ルノワール』解説」（角井誠と共同）、
ジャン・ユスターシュ特集～映画は人生のように～、アンスティチュ・フランセ東
京、2019年５月19日。
「ジャン・ユスターシュ『ペサックの薔薇の乙女79』『ペサックの薔薇の乙女』解説」、
ジャン・ユスターシュ特集～映画は人生のように～、アンスティチュ・フランセ東
京、2019年６月１日。
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「ジャン・ユスターシュ『ナンバー・ゼロ』解説」、ジャン・ユスターシュ特集～映
画は人生のように～、アンスティチュ・フランセ東京、2019年６月１日。
「ジャン・ユスターシュ『豚』『求人』『ヒエロニムス・ボスの《快楽の園》』解説」、
ジャン・ユスターシュ特集～映画は人生のように～、アンスティチュ・フランセ東
京、2019年６月１日。
「ジャン・ユスターシュとは誰か？　人生は映画のように」（廣瀬純と共同）、
EspaceBiblio文明講座、エスパス・ビブリオ、2019年10月19日。
〔社会活動〕
「クレール・ドゥニ『パリ、18区、夜。』解説」、映画／批評月間　フランス映画の
現在をめぐって／シネリセ（若者向け映画講座）、アンスティチュ・フランセ東京、
2019年４月21日。
「ジャック・ロジエ『アデュー・フィリピーヌ』解説」、ヴァカンス映画特集／シネ
リセ（若者向け映画講座）、アンスティチュ・フランセ東京、2019年７月７日。
「ジャック・タチ『プレイタイム』解説」、シネ・リセ（若者向け映画講座）、アン
スティチュ・フランセ東京、2019年12月15日。
大江倫子
〔学会発表〕
「ハイデガーと政治的なもの―有限性の形而上学からピュシスの問い
へ」、ハイデガー・フォーラム第14回大会、同志社大学、2019年９月28日。
「ハイデガーと形而上学の問題―認識論から共生の思考へ」、日本現象学会第41回研
究大会、岡山大学、2019年11月24日。
岡部杏子
〔著書〕
杉本圭子、福田桃子、岡部杏子『ことばの色―中級からのフランス文学読本』、朝
日出版社、2019年。
〔論文〕
「ソフィ・カル『ダブル・ゲーム』試論」、『Héliogramme2018』、学習院大学人文
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科学研究所、2019年３月。
〔書評〕
「アメリカ人女性が見るフランス」、『ふらんす』2019年10月号、白水社、p. 65。
〔司会〕
フランス語圏の文学・文化における女性の表象研究会2019年度第１回研究会、2019
年４月29日、東京ウィメンズ・プラザ。
日仏女性研究学会第13回会員研究発表会、2019年７月13日、新宿文化センター。
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